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新企画コーナーもあります。お友達といっしょに連添愕来てください。 

4月29日（が）午前1犠露運動公園



ふれあいの里研修セ

楽しいひとときを過ごしませんか
手軽に利用できる憩いの場としての多世代間の交流に、あるいは町内の

児童を対象とした通学宿泊研修施設として利用するための研修棟（和室・30

畳）2棟と、モデル施設（高齢者対応住宅（和室・10畳））をふれあいの里
センターの南側に建築しました。モデル施設は、住宅を改造する際の参考

に、あるいは在宅介護の体験施設として利用できます。あなたの町の研修セ

ンターとして気軽にご利用ください。

塵室遥姦毛三三紅三三

施設の利用料金

一三、遥璽

三 �午　前 �午 �後 �宿　泊 9：00－13：00 �13：00－17：00 �17：00－21：00 �17：00－－9：00 

研修棟 一様に つき �1．500 �1．500 �1．500 �5．000 

（2．000） �（2，000） �（2．000） �（7．000） 

モデル 施設 �600 （900） �600 （900） �600 （gOO） �2．000 （2．500） 

1．営利を目的とする使用は認めません。

2．冷暖房機器を使用する場合は（）内の料金となります。

※休館日は毎週月曜日と年末年始（12月29日～1月3日）です。
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研修棟

皆様のご来館をお待ちしています

ふれあいの里センター
遠賀町大字浅木2407－1℡293－2030

3＠②

ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー
休
館
日
変
更
の
お
知
ら
せ

平
成
1
0
年
5
月
か
ら
月
曜
日
が
祝
日
ま
た
は
、
振
替

休
日
に
当
た
る
場
合
も
月
曜
日
を
休
館
日
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
よ
っ
て
、
毎
週
月
曜
日
と
年
末
年
始
（
1
2

月
2
9
日
～
1
月
3
日
）
　
が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。



国民年金保険料が納められないときは免除制度があります。

長い人生の問には、病気や経済的
な理由でどうしても保険料が納め
られないことが考えられます。この
ような場合、申請すれば保険料が免
除されることもあります。

免除には次のとつがあります。まずは国民
年金の窓口までご相談ください。

届け出れば

保険料が免除されます

醒

申請して承認を受けると

保険料が免除されます

●最低25年の受給資格期

間Iこは合算されます。
●年金額を計算するとき

は、対象期間になりま
すが、その期間分の年
金額は、保険料を納め
た場合の3分の11こな
ります。

よがった！

よがった／

●免除期間の保険料分は

10年までさかのぼって
追納できます。ただし、
免除された当時の保険
料に一定の率を掛けた
金額になります。

安心＼して学生生活が送れます／

学生の免除制度

学生は一般に所得がないので、保険料

は親が納める場合がほとんどです。そこ

で、親の負担が過大にならないよう、親の

所得によって保険料が免除されます。

具体的には、親と同居か別居か、

国公立か私立大学か、20歳以上の

学生の家族がいるかによって、免

除の所得基準額が変わります。

基準額を年収ベースにした場合

（サラリーマン4人世帯で学生1人）

就職したあとで保険料を追納して満額の年金を受けられるようにしましよう。

第3号被保険者の届出
第3号被保険者とは、厚生年金・共済組合の加入者（第2号被保険者）に扶養され

ている配偶者です。第3弓枝保険善は国民年金保険料を納付する必要はありません

が、届出をして確陽を受けなければ第3号被保険者として扱われません。届出をして
いないと、将来年金が受けられないことや、減額されることもありますので、第3号

被保険者に該当したときは忘れずに、国民年金担当窓口に届け出てください。

こんなときt二は忘れずiこ届けてください

e聖謙治課霊の 

e畢艶誌震欝の 

e掌誰を篇諾籠聯 
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国民年金保険料擬塞5，5紬引

は前納が　　前納の割引細分の割引額の合訃です

ダ〕僧〕肩利！
保険料は1年分または一定期間分を－挿して納

める（前納）ことができます。前納されると、年5．
5％の率で割引かれ大変お得です。ぜひ、ご利用い
ただき将来の安心につなげていきましょう。

※1年分または2年分など将来の一定期間分を
まとめて納めることができます。

●平成10年4月30日までに納めた場合の割引例

が、各月分の割引額は前納に係わる期間の最初
の月から該当する月までのそれぞれの期間に応
じて貸出します。（榎利現価法）
月々納めた場合の保険料の合計額に、5．5％を

乗じて算出するものではありません。

一一へ、一、、一一、、 �；胃≡1蔦腕／主≡ �珊書証16鳳／，≡ �三mヨ漢詩 

例 �1年分 �（13．300円×12月） �155，750円 �3，850円 

1 �（…器器） �159，600円 

例 �2　年分 �（13，300円X12月＋14．000円×12月） �311，150円 �16，450円 

2 �（…認諾） �327，600円 

満配79万9，500円

保険料未納期間や免除期間などがある場
合はその期間に応じて減額され、右の計算

式Iこより計算した額が年金額になります。

5　＠イり

7。。，5。。円×謹言数十繋素描数×÷
加入可能年数×12（月）

国民年金では、その時々の物価に応じて年金額の改定を行う「完
全自動物価スライド制」が導入されています。年金の価値は将来
にわたり、目減りすることはありませんので、とても安心です。

［l年金請求手続きiこ必要な書類　口

①印鑑、年金手帳
㊧請求時の戸籍謄本
⑨あなたが年金や恩給を受給しているときは、その年金（恩

給）証書
④配偶者の年金（恩給）証書、年金期間のわかるもの
㊥郵便局以外の金融機関で年金の受け取りを希望するとき

は、あなたの名義の預金通帳

⑥請求の直前Iこ国民年金保険料を納付したときはその領収書

⑦配偶者の年金が新法のもので加給加算があるとき、生計維
持の申立書（窓口に備付）と住民票全員票・所得証明書

生年月日 �資格期間 年金を受ける ために歴低必 要な期間 �加入可能年数 窮策寵 必要な期間 

25年 �30年 

31年 

32年 

33年 

34年 

35年 

36年 

37年 

38年 

39年 

40年 



まちのわたい

会場はうっとり
ふれあい塾公演会

3月8日に遠賀コミュニティーセンターで、ふ

れあい塾の受講生の皆さんによる「ハーモニカ教

室」演奏会、遠賀Iii保育園の園児による手

話の合唱、「ろまん倶楽部」による演劇公

演が行われました。会場にはたくさんの

人が詰めかけ、盛んに拍手をおくってい

ました。
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網謬　：ゞ∴ 

美砂い川を呼びもどそう

遠謀寺童董董一・豊、＿一議融麗癒 　　　　　　　　↓“▼ヽ ヨiI！‾婚 ＼i＿ll lr‾ ÷∴ 一言∴ 　∴」 　′． SSSSe望議書欝1° 　f ∴∴完謙′‾顎 �、！／ ） 1－－で、 ∴∴：∴∴ 仁∵i一 十二霊盛ヨ 
クリーン作戦・サケの放流会

3月8日に西川沿いで、遠賀町青少年育

成町民会議主催の西川河川敷清掃と、サケ

の放流会が行われました。当日はたくさん

の町民が参加し、清掃活動に汁を流しまし

た。西川沿いは、参加者の皆さんの清掃活動

により、とてもきれいになりました。その

後、美しい川を呼びもどす願いをこめて、サ

ケの放流を行いました。そして、みんなで豚

汁を食べて楽しいひとときを過ごしまし

た。
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子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
就
学
・
就
園
前
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
町
が
行
っ
て
い
る
「
わ
ん
ぱ
く
教
室
」
の
平
成
9
年

度
終
了
式
が
、
3
月
m
H
遠
質
コ
ミ
ュ
一
二
T
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
事
業
も
9
年
度
が
3
年
目
、
回
を
追
う
ご
と
に
参
加

者
も
増
え
、
こ
の
日
の
終
了
式
に
は
約
百
二
十
人
の
子
ど
も
と
保
護

者
が
集
ま
り
、
歌
や
お
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
終
了
式
の
前
に
は
、

遠
賀
郡
消
防
本
部
職
員
の
指
導
に
よ
る
人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
講
習
会
も
行
わ
れ
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
職
員
の
話
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
終
了
式
で
は
高
山
和
幸
町
長
が
参
加

し
た
み
ん
な
に
修
了
証
を
手
渡
し
、
町
長
の
顔
も
元
気
一
杯
の
「
町

の
宝
」
に
終
始
緩
み
っ
ぱ
な
し
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
終
了
式
に
な
り

ま
し
た
。

実
感
‥
・
子
ど
も
は
「
町
の
宝
」

わ
ん
ぱ
く
教
室
終
了
式



まちのわだい

風と森とコカリナの調べ
黒坂黒太郎（正文）コカリナコ

3月21日に遠賞コミュニティーセンターで、コ

カI）ナ奏者の黒坂黛太郎（正文）さんを迎えて、コ

カリナコンサートが行われました。

コカリナは、森の園、東欧のハンガリーで生まれ

た木のオカリナです。

黒坂さんは、今年の長野冬季＿五輪の道路造成の

際に切られた本でも、このコカi）ナを作られたそ

うです。「切り倒された木の命をもう一度よみがえ

らせたい」そんな気持ちが伝わる暖かいコンサー

トになりました。

会場にはたくさんの観客が訪れ、コカリナの奏

でる美しい音楽に聞き入っていました。

㊦スポーツの結果㊥
（町内分・敬称略）

ソフトバレーボール大会
3月1日　勤労者体育センター

Aパート　　　　　　　　　　Bパート

優勝　スマイル（東和苑）優勝　若松A
準優勝　老良B　　　　　準優勝　ひまわり（別府C）

7　ee

卒業おめでとう
町内各小学校で卒業式

町内の小学校の卒業式が、3月18日に行われ、小学生

276人が新たな希望に向かって旅立ちました。卒業生の皆

さん、卒業おめでとうございます。（写典は、浅木小学校）

木
守
の
バ
ス
停
横
の
畑
に
は
、
キ
レ
イ
な
ス
イ
セ
ン
の
花
が
い
っ

ぱ
い
咲
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ス
イ
セ
ン
は
木
守
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
昨
年
か
ら
丹
精
込
め
て
育
て
て
い
る
も
の
で
す
。
会
長
の
渦
末

為
治
さ
ん
は
、
「
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
毎
月
草
取
り
を
し
て
育
て
て

い
る
ス
イ
セ
ン
は
、
会
員
の
努
力
の
た
ま
も
の
で
す
。
今
後
も
ス
イ

セ
ン
を
増
や
し
て
大
切
に
育
て
て
い
き
ま
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
町
の
花
で
も
あ
る
こ
の
ス
イ
セ
ン
。
来
年
の
こ
の
時
期
も
き
れ

い
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

町
の
花
の
ス
イ
セ
ン

木
守
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
栽
培
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遠
賀
太
鼓
の
会

遠
賀
町
に
伝
統
芸
能
を
！

●
と
き

◇
子
ど
も
の
郡
　
毎
週
火
曜
日
　
午
後

7
時
0
0
分
～
8
時
0
0
分

◇
一
般
の
郡
　
毎
週
士
幌
口
　
午
後
8

時
～
9
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ンター

●
対
象
者
　
小
学
3
年
生
以
上

●
会
費
　
大
人
の
み
年
三
千
円

●
申
込
み
　
萩
尾
さ
ん

℡

（

2

9

3

）

0

1

1

6

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

健
康
の
た
め
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ

う。●
と
き
　
4
月
か
ら
日
月
ま
で
の
毎
月

第
2
・
4
土
曜
日
　
午
後
1
時
釦
分

～
9
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド

●
対
象
者
　
4
0
歳
以
上
。
初
心
者
大
歓
迎

●
会
費
　
年
五
千
円
、
入
会
金
千
円

（道具代）

●
申
込
み
　
萩
尾
さ
ん

℡

（

2

9

3

）

0

1

1

6

1
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i
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｝

　

　

　

　

i

I

．

広
渡
校
区
卓
球
ク
ラ
ブ

●
と
き
　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
7
時
細

分
～
9
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

●
対
象
者
　
小
学
5
年
生
以
上

●
会
費
　
大
人
の
み
年
五
千
円

●
申
込
み
　
萩
尾
さ
ん

℡

（

2

9

3

）

0

1

1

6

※
直
接
体
育
館
に
お
越
し
に
な
っ
て
も

結
構
で
す
。
（
な
る
べ
く
お
友
達
と
い

っ
し
ょ
に
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

遠
賀
第
二
団

野
外
で
遊
び
の
中
か
ら
、
生
き
る
技

能
の
修
得
と
、
異
年
齢
の
集
団
に
よ
る

協
調
と
た
く
さ
ん
の
友
達
を
つ
く
り
、

奉
仕
の
心
を
襲
い
ま
す
。

●
と
き
　
毎
週
日
曜
日
　
午
前
1
0
時

～
正
午
（
た
だ
し
第
三
日
曜
日
は
休

み）
●
と
こ
ろ
　
役
場
周
辺
、
お
よ
び
遠
賀

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
周
辺

●
対
象
者
　
小
学
一
年
生
か
ら
高
校
三

年
生
ま
で
（
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
）

各
五
人
募
集
し
ま
す
。

●
会
質
　
入
即
時
二
千
円
、
月
千
五
百

円
●
申
込
み
　
岡
　
神
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
2
1
7
1

ま
た
は
奥
村
弘
子
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
3
9
3
1

合
気
道
一
心
会

武
産
合
気
道
で
心
と
体
を
鍛
え
ま
せ

ん
か
。
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
護
身
、

ス
ト
レ
ス
解
消
、
健
康
増
進
を
兼
ね
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
昇
段
も
あ
り
ま
す
。

●
と
き
　
毎
週
月
・
木
曜
日
　
午
後
6

時
0
0
分
か
ら
8
時
0
0
分
ま
で
（
1
時

か
ら
で
も
可
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
南
中
学
校
武
道
場

●
対
象
　
中
学
生
以
上
の
一
般
男
女

●
入
会
　
希
望
者
は
、
月
・
木
の
午
後

6
時
5
0
分
ま
で
に
遠
賀
南
中
学
校
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
多
門
芳
雄

さ
ん

℡
（
2
9
3
）
4
1
2
0

1

　

　

　

　

－

　

　

　

　

i

i

i

i

i

 

i

i

i

i

i

　

　

－

　

　

」

読
書
の
会

会
員
が
自
分
の
好
き
な
本
を
選
び
、

順
番
に
毎
月
一
冊
を
題
材
と
し
て
み
ん

な
で
感
想
を
楽
し
く
語
り
合
い
ま
す
。

ま
た
年
一
回
文
学
碑
や
文
学
者
の
生
家

を
訪
ね
ま
す
。

●
と
き
　
毎
週
第
三
水
曜
日
　
午
前
1
0

時
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
　
会

議
室

●
対
象
者
　
読
書
が
好
き
な
人

●
会
費
　
月
五
百
円
（
入
会
費
不
要
）

●
申
込
み
　
横
山
令
子
さ
ん

℡

（

2

9

3

）

4

6

4

1

日
i
 
i
 
i
 
i
i
i
i
i
日
日
』
　
　
＝
　
　
‖
］

剣
　
舞

剣
舞
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

健
康
の
た
め
の
運
動
と
詩
吟
の
勉
強
に

も
な
り
ま
す
よ
。
一
度
見
に
来
て
く
だ

さい。
●
と
き
　
毎
週
木
曜
日
（
月
4
回
）

●
と
こ
ろ
　
別
府
区
公
民
館

●
会
費
　
月
三
千
五
百
円

●
指
導
者
　
筒
井
驚
星
さ
ん
（
剣
国
館

館長）

●
申
込
み
　
江
頭
実
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
1
6
2
0

「

i

i

i

i弓
道
教
室

一
度
、
弓
を
引
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

高
校
生
以
上
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も
ど

う
ぞ
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

●
と
き
　
5
月
1
9
日
か
ら
6
月
1
9
日
ま

で
の
毎
週
火
・
金
曜
日
　
生
別
1
0
時

～
正
午
、
午
後
7
時
～
9
時
の
二
部
制

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
内
弓

道
場

●
会
費
　
月
千
円

●
申
込
み
　
西
村
健
二
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
6
6
4
1
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初
心
者
向
け

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
て
み
よ
う

か
と
思
わ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り
方
か
ら
ゲ
ー

ム
が
楽
し
め
る
ま
で
分
か
り
や
す
く
指

導
し
ま
す
。

●
と
き
　
5
月
8
日
（
金
）
　
か
ら
の
毎

週
火
・
金
曜
日
　
午
後
1
時
～
9
時

（
十
回
コ
ー
ス
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

●
コ
ー
チ
　
山
田
正
義
さ
ん
、
井
村
栄

記
さ
ん

●
会
費
　
六
千
円
（
初
回
時
全
納
）

●
申
込
み
　
5
月
1
日
ま
で
に
佐
藤
義

雄
さ
ん
へ

℡
（
2
9
3
）
5
3
9
6

［か
な
細
字
ク
ラ
ブ

神
戸
の
榎
倉
香
邸
先
生
に
師
事
さ
れ

て
い
る
丸
井
先
生
の
も
と
で
か
な
書
道

の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
け

い
こ
に
見
え
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
　
毎
週
火
曜
日
　
午
後
1
時

～
3
時
　
月
四
回

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
会
資
　
月
三
千
円
（
諸
経
費
含
む
）
、

入
会
金
不
要

●
申
込
み
　
池
松
信
子
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
2
0
6
9

4
以
外
の
日
曜
日
　
時
間
は
火
・
木

が
午
後
5
時
～
1
時
、
学
校
休
日
の

土
曜
日
が
午
前
9
時
～
正
午
、
そ
れ

以
外
の
土
曜
日
は
午
後
2
時
～
5

時
、
日
曜
日
は
生
別
9
時
～
正
午

（
※
試
合
も
有
る
の
で
随
時
連
絡
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
緑
の

広
場

●
対
象
　
小
学
2
年
～
6
年
生
の
男
女

●
会
費
　
月
二
千
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険

四
百
二
十
円
）

●
申
込
み
　
嶋
崎
慎
吾
さ
ん

℡
（
2
8
2
）
3
1
5
6

ま
た
は
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

円
、
使
用
料
、
冷
暖
房
費
五
百
円
）

●
申
込
み
．
渡
辺
組
久
子
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
4
1
0
0

］

∵
　
i
　
∴
㍉

お
ん
が
少
年
少
女

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

本
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
当
然
サ
ッ
カ
ー

の
試
合
や
練
習
が
主
で
す
が
、
他
に
親

子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
合
宿
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
女
子
部
員
も
4
人
い

ます。
●
と
き
　
火
・
木
・
土
曜
日
と
第
2
・

和
裁
教
室

今
年
こ
そ
「
タ
ン
ス
」
の
中
に
眠
っ

て
い
る
和
服
を
よ
み
が
え
ら
せ
て
、
ご

自
分
の
手
で
仕
立
て
直
し
て
お
召
し
く

だ
さ
い
。
左
記
の
日
時
に
先
生
l
を
中
心

に
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
稽
古
を

し
て
お
り
ま
す
。

●
と
き
　
毎
月
第
一
・
二
・
三
火
曜
日

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ンター

●
会
費
　
月
三
千
五
百
円
（
月
謝
三
千

遠
賀
俳
友
句
会

一
日
一
句
、
五
・
七
・
五
。
で
も
こ

れ
、
口
で
言
う
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
で

す
よ
。
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
　
毎
月
第
一
・
三
金
曜
日
　
午

後
1
時
－
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
英
公
民
館

●
対
象
者
　
男
女
、
年
齢
は
問
わ
ず

●
会
費
　
月
五
百
円
（
入
会
金
不
要
）

●
申
込
み
　
玉
野
信
彦
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
1
1
0
1

［‖　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　」

手
編
み
教
室

手
編
み
の
好
き
な
方
、
こ
れ
か
ら
手

編
み
を
始
め
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る

方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
棒
針
編

み
の
基
礎
か
ら
、
釣
針
編
み
、
ア
フ
ガ

ン
編
み
と
分
か
り
や
す
く
学
習
出
来
ま

す
。
楽
し
い
教
室
で
す
。

●
と
き
　
毎
週
金
曜
日
　
午
前
1
0
時

～
正
午

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
　
視

聴
覚
室

●
会
費
　
月
二
千
五
百
円
（
入
会
金
不

要）
●
申
込
み
　
枝
吉
美
枝
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
7
3
1
2

、
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遠
賀
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

●
と
き
・
と
こ
ろ

◇
第
一
武
道
場
　
昼
の
部
　
第
二
・
四

火
曜
日
　
午
前
1
0
時
～
正
午

◇
広
渡
小
学
校
体
育
館
　
夜
の
部
　
第

二
・
四
木
曜
日
　
午
後
1
時
0
0
分

～

9

時

◇
東
和
苑
公
民
館
　
夜
の
部
　
第
二
・

四
火
曜
日
　
午
後
1
時
0
0
分
～
9
時

●
対
象
者
　
条
件
と
し
て
リ
ズ
ム
に
乗

っ
て
身
体
を
動
か
せ
る
人
。
男
性
の

方
で
も
結
構
で
す
。
年
齢
は
自
由
で

す。
●
会
費
　
月
八
百
円
（
入
会
金
不
要
）

●
問
い
合
わ
せ

◇
昼
の
部
　
梅
田
や
す
子
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
3
6
0
4

◇
夜
の
部
　
梅
田
典
子
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
3
6
1
1



eelO

遠
賀
剣
道
教
室

剣
道
で
心
と
体
を
鍛
え
よ
う
。
元
気

な
子
ど
も
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
い
つ

で
も
気
軽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き
・
と
こ
ろ

▽
第
一
武
道
場
＝
毎
週
月
・
金
曜
日

▽
遠
賀
南
中
学
校
武
道
場
＝
毎
週
土
曜

日
▽
島
門
小
学
校
体
育
館
＝
毎
週
水
・
土

曜
日

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
6
時
か
ら
1

時
5
0
分
ま
で

●
入
会
希
望
者
は
4
月
1
7
日
（
金
）
ま

た
は
4
月
2
4
日
（
金
）
午
後
6
時
に

第
一
武
道
場
（
遠
賀
町
中
央
公
民

館
・
北
側
）
　
へ

●
問
い
合
わ
せ
　
毛
利
浩
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
5
1
4
1

8
時
1
5
分
～
9
時
0
0
分

●
会
費
　
月
二
千
円
、
入
会
金
千
五
百

円
●
申
込
み
　
岩
遡
七
美
恵
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
3
6
1
3

［

日

日

日

日

圏

女
性
コ
ー
ラ
ス「

こ
も
れ
ぴ
」

コ
ー
ラ
ス
の
趣
味
を
通
し
て
皆
様
と

の
交
流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
年
齢
を

問
わ
ず
に
気
軽
に
練
習
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き
　
毎
週
土
曜
日
　
午
後
1
時
0
0

分
～
3
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
音
楽
室

●
会
費
　
月
三
千
円
（
入
会
金
不
要
）

●
申
込
み
　
松
本
親
子
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
3
6
2
4

遠
賀
・
中
間
ジ
ュ
ニ
ア

ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

F
C
．
A
I
M
O
O
N

遠
賀
郡
・
中
間
市
の
サ
ッ
カ
ー
好
き

な
中
学
生
が
、
原
田
監
督
の
下
、
カ
を

合
わ
せ
て
、
技
術
の
向
上
と
精
神
の
発

達
を
目
的
に
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

●
と
き
　
毎
週
火
・
木
・
土
・
日
曜
日

平
日
　
午
後
5
時
～
1
時
、

土
曜
日
　
午
後
2
時
～
5
時
ま
た
は

午
前
9
時
～
正
午
、

日
曜
日
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
緑
の

広
場

●
対
象
　
中
学
生
男
子

●
会
費
　
月
三
千
円
（
入
会
金
二
千
円
）

●
申
込
み
　
高
橋
和
美
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
1
1
6
1

お
楽
し
み
粘
土
の
会

空
き
瓶
、
パ
ッ
ク
な
ど
を
利
用
し
た

ど
な
た
に
も
手
軽
に
出
来
る
粘
土
工
芸

です。か
ご
・
花
・
人
形
・
イ
ン
テ
リ
ア
小

物
…
…
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
自
由
な

発
想
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
～

●
と
き

◇
第
一
・
三
水
曜
日
　
生
別
1
0
時
～
正

午
◇
第
一
÷
四
金
曜
日
　
午
後
2
時
～
4

時
●
と
こ
ろ
　
芙
蓉
団
地
集
会
場

●
会
費
　
月
三
千
円
（
入
会
金
不
要
）

材
料
費
別
途
必
要
で
す
。

●
申
込
み
　
重
本
恵
美
子
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
3
0
8
3

人
形
劇
サ
ー
ク
ル

「
た
ん
ば
ぽ
」

は
じ
め
て
二
年
目
の
サ
ー
ク
ル
で

す
。
八
家
族
二
十
六
人
で
人
形
劇
や
フ

ラ
ン
ネ
ル
童
話
を
自
分
た
ち
で
つ
く
っ

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き
　
毎
月
第
4
土
曜
日
（
学
校
が

休
み
の
日
で
す
）
重
刑
1
0
時
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
　
人
形
劇
に
興
味
の
あ
る
方

は
ど
な
た
で
も
。
学
校
が
休
み
な
の

で
小
学
生
も
参
加
で
き
ま
す
。
親
子

で
の
参
加
大
歓
迎
。

●
会
斌
一
家
族
月
五
百
円
（
入
会
金
不
要

●
申
込
み
　
安
藤
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
2
9
5
5

広
瀬
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
2
1
6
5

健
康
ア
イ
体
操

ス
ト
レ
ッ
チ
、
ダ
ン
ス
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
な
ど
の
動
き
を
主
軸
に
筋
力
ア
ッ

プ
や
体
力
向
上
、
健
康
維
持
を
目
標
に

レ
ッ
ス
ン
し
て
い
ま
す
。

●
と
き
・
と
こ
ろ

◇
第
一
武
道
場
　
毎
週
月
曜
日
　
午
前

1
0
時
1
5
分
～
日
時
4
5
分

◇
広
漠
公
民
館
　
毎
週
火
曜
日
　
午
後

南
北
墨
画
会
遠
賀
教
室

日
本
の
美
し
い
四
季
や
草
花
な
ど

を
、
墨
の
濃
淡
や
、
か
す
れ
、
に
じ
み

で
思
う
存
分
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
様
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き
　
毎
週
金
曜
日
　
午
後
1
時

～
3
時
5
0
分
（
月
3
回
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
視
聴

覚
室

●
対
象
者
　
希
望
者
歓
迎

●
会
費
　
月
三
千
円
（
入
会
金
不
要
）

●
申
込
み
　
毛
利
艶
子
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
5
1
4
1

合
気
道
同
好
会

健
康
お
よ
び
護
身
を
兼
ね
て
、
一
緒

に
練
習
し
ま
せ
ん
か
～
一
期
一
会

●
と
き
　
毎
週
日
曜
日
　
午
前
1
0
時

－正午

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
第
一
武
道
場

●
対
象
者
　
中
学
生
以
上

●
会
費
　
不
要
、
た
だ
し
ス
ポ
ー
ツ
保

険
代
が
必
要
で
す
。

●
申
込
み
　
横
波
喜
久
雄
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
1
5
1
3

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
（
S
D
）

S
D
は
、
八
人
一
セ
ッ
ト
で
基
本
動

作
を
覚
え
、
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ
踊
り
な

が
ら
、
頭
と
体
を
き
た
え
健
康
的
で
す
。

新
サ
ー
ク
ル
結
成
の
た
め
多
数
募
佳
詣
i
。

●
と
き
　
5
月
か
ら
毎
月
4
回
（
月
曜

予
定
）
午
後
1
時
～
9
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
予
定

●
対
象
者
　
男
女
、
年
齢
不
問

●
会
費
　
月
千
五
百
円
（
入
会
金
千
五

百円）

●
申
込
み
　
片
山
多
美
子
さ
ん

℡
（
2
9
3
）
0
3
4
8



情
Living

Information

報

軽自動車税
4月16日～4月30日

役場　293－1234

中央公民館　●

鯛鱈甘噛膨
●教示作寒

能面・彫刻
●易示細8

4月24日（金）まで

●　　　　　　　　　　　　●

遠賀町の花
スイセンの球根ください！！

私たち連衡町役場若手職氏
は、都市化していく町に彩りを

添えるべく、町中を花でいっぱ

いにしようと、「花はっぴい運

動」を展開します。

そこで、まず家庭で分球する

際に出る余ったスイセンの球

根を、皆さんから無料でお分け

頂き、空いている町有地等で、

花を咲かせたいと思っていま

す。ぜひ、御一報

ください。すぐに

頂きにあがります。

●連絡先

遠賀町産業課

藤井・吉田
℡（293）1234

内線241

＿ニ 　　　　　　　＿＿諒／i グラウンドゴルフ　　，詔／‘三 

（．′： 教室を開催します 　　　　　　　　＼ 

／ ●とき　4月26日（日）午前9時から10時30分 

：「∴∴∴ �：」 
－ ●申込み　事前の申込みは必要ありませんの 

で、住所地の会場に直接お集まりください。　　品 

●問い合わせ　教育委員会体育振興係 

℡（293）1234 

内線358 

く
ら
し
の

ポ
リ
オ
予
防
接
極
が

あ
り
ま
す

（
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
経
口
服
用
）

●
と
き
　
4
月
1
6
日
（
木
）
受
付
＝
午

後
1
時
1
0
分
～
1
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
生
後
3
か
月
－
0
0
か
月
未
満

の
乳
幼
児
（
望
ま
し
い
年
齢
　
生
後

3
か
月
～
1
8
か
月
）

●
服
属
方
法
　
6
週
間
以
上
の
間
隔

を
あ
げ
て
2
回
服
用

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳

※
当
日
3
7
・
5
℃
以
上
の
発
熱
や
ひ
ど

い
下
痢
を
し
て
い
る
場
合
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

乳
児
相
談
が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
4
月
2
1
日
（
火
）
午
前
9
時

5
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
対
象
　
生
後
3
か
月
～
1
2
か
月
児

●
内
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
健
康
相
談
、
栄
襲
士
に
よ
る

栄
糞
相
談
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

を
募
集
し
ま
す

防
衛
庁
で
は
、
4
月
8
日
か
ら
5
月

1
5
日
ま
で
の
間
、
陸
・
海
・
空
自
衛
隊

幹
部
候
補
生
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
平
成
n
年
4
月
1
日
現

在
、
2
2
歳
以
上
2
6
歳
未
満
の
男
女
で

大
学
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
す
る
人

●
受
付
期
間

5
月
1
5
日
（
金
）

ま
で

●
試
験
日

6
月
6
日
（
土
）

●
問
い
合
わ
せ

芦
屋
募
集
事
務
所

℡
（
2
2
3
）

0
9
8
1

内
線
3
4
8



＠／㊦i？

葉呼諦詐諦華華や呼や尊重尊重専専専垂査重出諦諦詐諦埼華華専尊重帝や専肺専専楽壇批帝専詐掴斗＃葦掴…、掴寝言、

罵　　平成1唯度訪問看護婦養成講習会を開催します
昔

昔　地域のお年寄りのお宅へ質の高い訪問看護サービスを提供するため、現在訪問看護に従事している人、あるいは今後

畠従事しようと思っている看護婦さんたちが、必要な知識と技術を学べる講習です。あなたの力がこれからの高齢化社会
を支えます。

●とき

◇第1回　6月17日から8月5日までのうち30日間

◇第2回10月1日から11月25日までのうち30日間

●ところ　福岡県看護等研究研修センター（福岡市中央区赤坂1－14－5）

●受講資格　実務経験3年以上で、かつ年齢が23歳以上の保健婦（士）、看護婦（士）、准看護婦（士）

〔平成10年4月1日現在〕

●要諦料　無料（ただし、テキスト・資料代など約2万円）

●申込締切　第1回、第2回ともに4月20日（月）まで

各回50人（申込みが定員を上回る場合は、調整することがあります。）
‡●定見
＃　●申込み・問い合わせ

罵　福岡県看護協会〒810－0042

等　福肺中央区赤坂1－14－5（翻県看護等研究研修センター内）
寺　℡092（714）5203
＃

蕪辞討専華中尊重辞葦神埼脊専専詳拝辞非専葦帝都浮華や尊や浮専非専専棄辞沓甘阜繋♯邸，

〃0度肥義教にふIlなItころで．

「・雲垂

●l　　　曹調。

笠

寺

幸

＃

ギ

ヤ

ヤ

善

書

等

‡

ご

ま

．

鴬

　

や

　

∧

若

宮

国
営
海
の
中
道

海
浜
公
園
に

出
か
け
ま
せ
ん
か

フ
ラ
ワ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
5
0

●
と
き
　
5
月
5
日
ま
で

●
と
こ
ろ
　
海
の
中
道
海
浜
公
園
（
I

R
香
椎
線
海
の
中
道
駅
を
降
り
て
す

ぐ）
●
内
容
　
花
と
緑
の
祭
典
。
会
場
は
五

十
種
百
万
本
の
花
で
彩
ら
れ
ま
す
。

●
開
園
時
間
　
生
別
9
時
5
0
分
～
午
後

5
時
0
0
分

●
料
金
　
大
人
四
百
円
、
子
ど
も
八
十

円
（
な
お
、
4
月
1
9
日
・
2
9
日
・
5

月
5
日
は
入
場
無
料
、
た
だ
し
5
月

5
日
は
子
ど
も
の
み
無
料
）

●
問
い
合
わ
せ
　
海
の
中
道
海
浜
公
園

管
理
セ
ン
タ
ー

℡
0
9
2
（
6
0
3
）
1
1
1
1

県
政
バ
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
号
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
と
き
　
5
月
2
8
日
（
木
）

●
出
発
地
点
　
J
R
小
倉
駅
北
口
K
M

M
ビ
ル
前
　
午
前
9
時
出
発
、
午
後

4
時
4
0
分
帰
着

●
見
学
施
設
　
博
多
青
松
高
校
、
福
岡

県
庁
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

●
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
成
人
女
性

●
募
集
人
員
　
四
十
五
人
程
度
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
応
募
方
法
　
往
復
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
寓
話
番
号
・
希

望
す
る
月
日
を
記
入
し
、
〒
八
二
一

－
八
五
七
七
　
福
岡
県
庁
県
民
情
報

広
報
課
広
聴
係
あ
て
送
付
（
は
が
き

一
枚
で
三
人
ま
で
応
募
可
。
な
お
、

同
行
者
の
氏
名
・
年
齢
も
記
蛾
し
て

く
だ
さ
い
。
）

●
応
募
締
切
　
5
月
6
日
（
水
）
当
日

必
着

●
参
加
費
用
　
無
料
（
昼
食
は
準
備
し

ます）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
県
民
情
報
広

報
課
広
聴
係

℡

0

9

2

（

6

5

1

）

1

1

1

1

内
線
2
3
8
5
ま
で

蝕
の
ぼ
り
は

宿
駅
は
ふ
れ
な
い
と
こ
ろ
で

鯉
の
ぼ
り
は
亀
線
か
ら
十
分
に

離
れ
た
所
に
立
て
ま
し
ょ
う
。
も
し
、

鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
か
か
っ
た
場

合
は
危
険
で
す
か
ら
自
分
で
と
ら

ず
に
、
す
ぐ
営
業
所
へ
ご
連
絡
く
だ

さい。

閣

●
連
絡
先

九
州
電
力
㈱
折
尾
営
業
所

℡
（
6
9
1
）
3
8
3
1



～ドライバーの皆さんへお願い～

最近、遠賀町では違法駐車の数が増加し、付近の人々が大変迷惑していま

す。

県内でも、普段なにげなく駐車している車両の影からの飛び出し事故や、

駐車車両を回避したあげくの衝突事故など数多くの事故が実際に起こって

いるのです。

また、救急車や消防車、清掃車などの往来を妨げたり、交通渋滞の要因に

なったりと、町民の日常生活（こ著しい影響を及ぼしています。

そこで皆さんに質問です。「あなたは違法駐車をしていませんか？」

違法駐車を防げるのはドライバーの皆さんの心掛けなのです。皆さんの

ご協力をよろしくお願いします。

13＠e

遠
賀
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
中
‖

☆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は
？

地
域
の
臨
時
的
・
短
期
的
な
仕
事
を

高
年
齢
者
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
年
齢
者
が
永
年
つ
ち
か
っ
て
き
た
経

験
・
技
術
を
生
か
し
、
生
き
が
い
の
充

実
と
社
会
参
加
を
促
す
た
め
の
場
で
す
。

☆
会
員
の
要
件
は
？

町
内
に
居
住
し
て
い
る
0
0
歳
以
上

（
原
則
と
し
て
）
の
健
康
で
働
く
意
欲

と
体
力
を
持
た
れ
て
い
る
人

平
成
叩
年
度

人
権
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て

今
年
も
特
設
人
権
相
談
所
を
、
次
の

日
程
で
開
設
い
た
し
ま
す
。
毎
回
、
弁

護
士
さ
ん
を
ま
じ
え
無
料
相
談
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

●
と
き
　
5
月
Ⅱ
日
（
月
）
・
9
月
1
4
日

（
月
）
・
1
2
月
1
4
日
（
月
）
・
2
月
8
日

（
月
）
…
…
・
年
四
回
　
午
後
1
時

5
0
分
～
4
時

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

●
相
談
内
容
　
い
じ
め
、
不
登
校
の
人

権
問
題
の
他
、
家
庭
・
相
続
・
登
記
・

戸
籍
・
金
銭
問
題
等

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
地
域
改
善
係

℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4

内
線
2
6
6

☆
仕
事
と
し
て
は
？

セ
ン
タ
ー
が
主
に
町
内
の
家
庭
・
事

業
所
お
よ
び
官
公
庁
か
ら
発
注
を
受

け
、
こ
れ
ら
の
仕
事
を
会
員
の
希
望
に

応
じ
て
提
供
し
、
従
事
す
る
か
ど
う
か

は
会
員
が
決
め
ま
す
。
多
く
の
人
の
入

会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
「
遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
の

里
セ
ン
タ
ー
」
シ
ル
バ
ー
事
務
局

℡
（
2
9
3
）
0
4
3
0

北
九
州
パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が

移
転
し
ま
す

●
移
転
日
　
5
月
6
日
（
水
）

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
4
5

分
～
午
後
4
時
0
0
分
（
金

曜
日
の
受
取
り
は
6
時
0
0

分
ま
で
）
、
土
曜
日
、
日
曜

日
、
祝
祭
日
は
休
み
で
す
。

●
移
転
場
所
　
北
九
州
市
小

倉
北
区
浅
野
三
－
八
－
一

A
I
M
（
ア
ジ
ア
太
平
洋

イ
ン
ポ
ー
ト
マ
ー
ト
）
ビ

ル
　
2
F

℡
（
5
3
3
）
5
6
4
6

青
年
海
外
協
力
隊
員

募
集
説
明
会
が

あ
り
ま
す

●
と
き
・
と
こ
ろ
　
5
月
6
日
（
水
）

小
倉
K
M
M
ビ
ル
4
階
第
3
・
4
会

議
室

5
月
日
日
（
月
）
J
I
C
A
九
州
国

際
セ
ン
タ
ー
（
J
R
八
幡
駅
下
車
徒

歩
1
5
分
）
〔
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
6

時
5
0
分
～
9
時
〕

●
内
容
　
派
遣
の
シ
ス
テ
ム
や
待
遇
等

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。
ま

た
、
協
力
隊
広
報
映
画
の
上
映
や
隊

員
O
B
、
O
G
の
体
験
発
表
も
あ
り

ま
す
。
入
蕪
予
約
等
は
一
切
不

要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
国
際
協
力
事
業
団
九

州
国
際
セ
ン
タ
ー

℡
（
6
1
1
）
8
3
4
9



教育相談室を新設しました 
こんなときご相酸くださし、 �●●　　●さ　た　ら　で　を戌のい　き 

1．いじめられている いじめられているようだ いじめを見かけたが 2．学校に行けない 　行かない 3．その他子どもの教育上の問題 �　Ru は 次 を 

その他の子とも・家庭教育問題相談窓口 教育ホットライン（県八幡総合庁舎） ℡093（601）9999 

北九州教育事務所相駁室 ℡09492（4）3344 教育ホットライン（県吉塚合同庁舎） ℡092（641）9999 受付時間（月曜～金曜）午前9時から午後 9時まで ひとりで悩むのはやめましよう。 ii繋課ないときは、 �たす当のををやう さのた電持はか青 書灘警 くまに者みめ健 

蕗　　行　　石　　梅　　混え �筍 遠 �み楠　　し「　　にみ　　初古け　り　粉 �醸 お �『葵69γ 俳 
の　く　造　ひ　滴… 善一　ほ　は　ら　の ��し木」す　沈ぞ　青畳るカ雪 年は　のぺ　丁れ　テはIは 

み　ど・建　く　世 つ　に　武一　を け棺の樹経 ��　　I初スラ 十十∴∴：言： 

て　　野　　宝　　－　　し �賀 ��ん �う豆匂 ひ　の　塔　樹　如池 　　　実 �俳 �轟繭轟電離 　　　Iり喜 �が 
とつ、の来日 弼薫誌言草熊景患 �友 句 会 抄 ��短 歌 会 批 �：敦 

盈け信の恵　　　な　も　ろ　選 ��シ　　に　ツつ　つ国　　の栢　　鴬佳ム　し　選 �革 �一＿〇〇〇－ 
子　り　注天子　　道　　子 ��ノ　　横　ミ　　ぺ子　　辺治　　の子上き 

＠㊦l／

平成10年2月分

故意遠賀町……51件

郡　内……216件

火災遠賀町・・…・・・・1件

郡　内………7件

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513遠貨町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　コロニー印刷

お
題
は
　
「
青
」

平
成
Ⅱ
年
歌
会
始

の
詠
進
歌
を
募
集

●
お
題
　
「
宵
」

●
詠
進
要
領

▽
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自

作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▽
用
紙
は
半
紙
（
和
紙
）
と
し
、
毛
筆

で
自
害
し
て
く
だ
さ
い
。
病
気
ま
た

は
身
体
障
害
の
た
め
自
筆
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
は
、
代
筆
で
も
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
場
合

に
は
、
別
の
紙
に
代
筆
の
理
由
、
代

蟹
者
の
住
所
お
よ
び
氏
名
を
書
い
て
、

詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

視
覚
障
害
の
方
は
、
点
字
で
詠
進
し

て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
用
い
、
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な

つ
き
）
、
生
年
月
日
お
よ
び
職
業
（
な

る
べ
く
具
体
的
に
）
を
縦
書
き
で
書

い
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
　
9
月
5
0
日
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
あ
て
先
は
〒
一
〇
〇
i

八
二
一
重
恩
都
千
代
田
区
千
代

田
一
－
一
宮
内
庁
（
封
筒
に
「
詠
進

歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
）

※
疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
直
接
宮
内

庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便
番
号
、
住

巧
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を

は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
9
月
2
0
日

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

春
の
小
川
は
サ
ラ
サ
ラ
ゆ
く
よ
…
♪

思
わ
ず
口
ず
さ
み
た
く
な
る
ほ
ど
、
暖

か
い
陽
気
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
ね
。

皆
さ
ん
も
花
見
や
旅
行
な
ど
計
画
さ

れ
て
い
る
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
今
年
度
か
ら
新
し
く
広
報
を

担
当
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た

濱
田
美
孝
で
す
。
役
場
に
入
っ
て
2
年

目
の
若
輩
者
で
す
が
、
地
域
に
密
著
し

た
広
報
を
目
ざ
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
町
の
行
事
な
ど
で
皆
さ
ん

と
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ど
ん
ど
ん
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
と
の
会
話
が
広
報
の
隠
し
味
に

な
り
ま
す
。

緑
の
腕
章
と
黒
い
顔
が
私
の
目
印
で

す
。
そ
れ
で
は
、
ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
o


